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創立120周年記念行事と記念事業
本校は今年、創立120周年を迎えました。明治34（1901）年に「田原尋常高
等小学校付設成章館」として、旧田原藩の藩校「成章館」の文字が復活した時
を起点にカウントしたものです。
記念行事としては、10月20日（水）に記念式典が行われました。当初の予
定では、全校生徒の皆さんだけではなく、ＰＴＡや同窓会の関係者の皆様、
御来賓の皆様をお招きし、体育館で一堂に会し賑々しく行う予定でしたが、
このご時勢ではそれもかないませんでした。また、記念講演会の企画も反故
となりました。
そんな中で考えた記念式典の方法は「YouTubeのライブ配信」でした。ネ
ット環境の整った崋山会館レセプションホールを式典会場にして、生徒の皆
さんは各教室で、御来賓の皆様はご都合のいい場所で、YouTubeを視聴する
方法となりました。壇上にはＪＡ愛知みなみ輪菊部会の方が準備してくださ
った「カラーリングマム」を飾り、演台はキャッチフレーズとロゴマークを
あしらったフィルムで装飾しました。司会は、ＰＴＡ副会長の栁川由紀さん
と斎藤律子さんが担当し、河合邦宗先生が進行を補助しました。
式典の次第は、祝電の披露の後、開式の辞、実行委員長挨拶、来賓祝辞、感
謝状贈呈、記念事業の紹介、キャッチフレーズとロゴマーク披露、校長挨拶、
生徒代表挨拶、閉式の辞、田原市博物館の企画展の見どころ案内と続き、約1
時間で終了しました。
実行委員長挨拶では、同窓会の石黒功会長さんから「近い将来に、好きに
なり夢中になるものに出会っていただき、情熱を注いでほしいと思います」
とメッセージがありました。また、校長挨拶では、青山昌俊校長先生から「今
日は本校の歴史と伝統に想いを馳せるとともに、現在の自分を振り返る絶好
の機会です。120周年の記念すべき年に生徒として本校に身を置いたことに
誇りを持ち、悔いのない高校生活を送ってください」と導きの言葉がありま
した。そして最後に、生徒代表挨拶では、生徒会長の岡本幸樹さんから「社会
の一員として、広く渥美半島のために貢献するとともに、この後続く、後輩
の皆様方のためにも「成章」のプライドとブランドを守っていきたいと思い
ます」と熱く宣言がありました。
今後の記念事業として、体育館の緞帳と防球ネットと放送設備の整備や、
野球部の雨天練習場のシートの張替え、バレーボールの支柱（カーボン製）
セットの更新などが進行中です。将来にわたり、生徒の皆さんの学校生活が
より豊かになるよう、事業を進めています。
（詳細は創立120周年記念リーフレット（https://www.seisho-kai.org/news120th/698）をご覧ください）
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ファションショー

生徒会会長　岡 本 幸 樹
今年の成章祭は僕の高校生活の中で一番の思い
出となりました。新型コロナウイルス感染症の影
響で開催が延期されましたが、だからこそ各クラ
スで準備をする時間やオブジェを制作する時間を
多くとることができました。結果として各クラス
の企画はとても完成度が高く、どの生徒にも楽し
んでもらえる様々な工夫が細部までなされたもの
になっており、成章祭を盛り上げたいという気持
ちがとても伝わってきました。そこまでの完成度
にするためには一人一人が考えて行動し、お互い
に協力をしないとできなかったことだと思います。
その中で築いた友人
との思い出が自分た
ちの青春の1ページ
に深く刻まれたので
はないでしょうか。
先生方や生徒会役
員、全校生徒と、み
なさんの多くの協力
があったからこそ成
章祭が盛り上がり、
みんなが楽しめるも
のになったのだと思
います。今後もこの
感謝の気持ちを忘れ
ずに生活していきた
いと思います。

成章祭

今年の芸術鑑賞会は、「チームパフォーマンス　
ラボ」による、『ラボラトワール・ドゥ・シルク』
を鑑賞しました。今回の『ラボラトワール・ドゥ・
シルク』はシルクドソレイユで活躍されている方を
中心に、ヌーボシルクという芸術性の高い、アーテ
ィスティックな演出のサーカスでした。ストーリー
性もある演出のため、内容を理解しながら、その世
界観に浸ることができました。また近い距離でプロ
のパフォーマンスを肌で感じることができる機会
となったため、生徒たちもその世界に魅了されてい
ました。

　生活文化科の3年生は、成章祭でクラスの催し
物としてファッションショーを行っています。コロ
ナ禍のため今年度も文化祭が延期され、一般公開が
ありませんでしたが、生徒たちはできる範囲の舞台
構成を考えました。衣装は、9月の文化祭にむけ夏
休み後半にはほぼ完成していました。延期になり文
化祭が開催できるか不安の中、さらによいショーに
するために衣装の手直しなどを日々行い、中断して
いたウォーキ
ング練習も10
月中旬に再開
しました。大
きな声での声
援を行えない
ショーでした
が、一人一人
が主役で輝い
ており、素敵
な笑顔を見せ
てくれました。

芸術鑑賞会
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令和3年度後期生徒会役員

会 長 2年4組 牧野	快翔

副会長 2年5組 戸田	美優

書 記 2年1組 鈴木	伶旺

書 記 2年1組 河邉	沙羅

会 計 2年3組 河合	瑛斗

会 計 2年3組 森下	陸

議 長 2年3組 石井	悠登

副議長 2年1組 中村	かんな

文化委員長 2年4組 大村	亜央

文化副委員長 2年4組 亀田	玲菜

厚生委員長 2年1組 今川	望

厚生副委員長 2年5組 髙橋	綾

運動委員長 2年4組 東田	真愛

運動副委員長 2年4組 大髙	静香

集会委員長 2年5組 村田	朱音

集会副委員長 2年1組 小久保	茉柚

国際交流係　齋 藤 洋 志
本校の姉妹校であるアメリカ・ジョージタウン市のスコッ
ト高校との国際交流は、コロナ禍により、一時的に中断せざる
を得ない状況に置かれています。その中で、何らかの国際交流
活動を継続したいという思いから、田原市役所広報秘書課と連
携し、「フレンドシップキルト」を作成しました。キルトは、ケ
ンタッキー州の伝統文化の一つであり、歴史的・文化的に見て
もキルトのもつ意味が深いようです。そんなキルトを成章高校
で作り、ジョージタウンへ送ることで、コロナ禍での交流を目
指したものでした。
7月26日（月）～ 28日（水）の3日間を通じて、生徒有志のみ
なさん、PTA国際交流委員会のみなさん、教員がキルトづくり
に参加しました。3日間合わせた延べの参加人数は、生徒16名、
PTA7名、教員12名でした。
田原市役所の方が丁寧にご指導くださり、作成も順調に進め
ることができました。私自身も、高校時代ぶりに針と糸を持っ
てキルトを作成しましたが、意外と始めてみると熱中し、4時
間ほどでキルトを完成させることができました。生徒たちと丁
寧さを競いながら作るなかで、座学の授業では見せないよう
な、生き生きとした表情を見ることができました。
制作したキルトは、11月に他の田原市民の方々が作られたキ
ルトと一緒に、ジョージタウンに送られました。今、この状況
でできる交流方法を模索し、両校の関係が途絶えないように、
連絡を密にし続けたいと考えています。

フレンドシップキルトづくり

本年3月に愛知県「第35回高校生の写真展」にて、
次の2作品が「奨励賞」を受賞し、8月17日から22日
に愛知県美術館で開催された「アートフェスタ−愛
知県高等学校総合文化祭−」に写真部が作品を出展
しました。2作品の制作意図について撮影者のコメ
ントを紹介します。
「はい、チーズ！」	 3年2組　岡本　唯依
これは自由気ままな牛たちの写真です。手前の牛の写真
を撮ろうとしたら偶然にも他の2頭が寄ってきました。好奇
心旺盛な3頭がカメラ目線になる瞬間を狙って撮りました
が、そっぽを向いた後ろの1頭の姿がユーモラスで、面白い
1枚になりました。

「舞」	 2年1組　今川　望
クラシックバレエを習っていた友達を撮りました。斜め
にした直線的な校舎にクラシックバレエの優雅さを合わせ
たら面白いと思い、撮影しました。彼女の凛とした表情と
しなやかな動きが、ミステリアスな雰囲気と浮遊感を感じ
させます。

アートフェスタ−愛知県高等学校総合文化祭−

「はい、チーズ！」 「舞」
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ソフトテニス部
〈男子〉
•	国民体育大会ソフトテニス競技少年の部東三河予選会（7/10）
　男子個人　ベスト32　河合・齋竹組
•	全三河高等学校ソフトテニス競技東三河予選会（7/17）
　男子団体　予選リーグ敗退
　予選リーグ　成章2−1時習館　　成章1−2福江
　　　　　　　成章1−2豊橋東　　成章3−0豊橋商業
•	第39回愛知県高等学校商業科体育大会ソフトテニス競技（7/30,31）
　男子個人　3位　鈴木・河合組　　ベスト8　宮崎・富田組
　男子団体　ベスト16　
　1回戦　成章2−1津島北B　　2回戦　成章1−2春日井商業A
•	令和3年度新人体育大会ソフトテニス競技東三河予選（9/19,20,23）
　男子個人　ベスト32　宮崎・富田組
　男子団体　　予選リーグ敗退
　予選リーグ　成章3−0時習館　　成章0−3豊橋東　　成章1−2豊丘
•	令和3年度東三河高等学校ソフトテニス競技学年別大会（11/7）
　男子1年個人　ベスト8　河合・齋竹組　	ベスト16　宮崎・鈴木組
　男子2年個人　ベスト16　伊藤・河合組　髙井・富田組
〈女子〉
•	令和3年度国民体育大会ソフトテニス競技少年の部東三河予選会（7/10,11）
　近並・山上ペア　第9位	 【県大会出場】
　井本・宮田ペア　ベスト16
•	令和3年度全三河高等学校ソフトテニス競技東三河予選会（7/17・18）
　女子団体戦　第4位　本選大会出場
•	令和3年度国民体育大会ソフトテニス競技少年の部（7/22）
　近並・山上ペア　0－④　豊田大谷　2回戦敗退
•	令和3年度愛知県公立商業科体育大会ソフトテニス競技（8/3・4）
　女子団体戦
　予選リーグ　本校　③−0　碧南B　　本校　③−0　木曽川A
　予選リーグ1位通過
　決勝トーナメント　本校　1−②　岡崎商業A
　女子個人戦
　近並・山上ペア　ベスト8　　井本・宮田ペア　ベスト16
　河合・小木曽ペア　ベスト32
•	令和3年度全三河高等学校ソフトテニス大会（8/17）
　女子団体
　本校　③−0　藤ノ花女子　　本校　②−1　豊田北
　本校　0−③　豊田大谷　　　予選リーグ2位
•	令和3年度愛知県高等学校新人体育大会ソフトテニス競技東三河予選会
　女子個人（9/11）
　近並・山上ペア　第3位	 【県大会出場】
　井本・岩本ペア　ベスト16　　河合・宮田ペア　ベスト16
　伊藤・小木曽ペア　ベスト32
　女子団体（9/19・20）
　予選リーグ
　本校　③−0　豊橋西　　本校　③−0　蒲郡東
　本校　1−②　豊橋東　　予選リーグ2位
　決勝リーグ
　本校　1−②　豊川　　　本校　③−0　豊橋商業
　本校　②−1　豊橋中央　本校　②−1　時習館
　本校　③−0　豊丘　　　本校　②−1　藤ノ花女子　総合3位
	 	 【県大会出場】
•	 令和3年度愛知県高等学校新人体育大会ソフトテニス競技
　女子個人（10/23）
　近並・山上ペア　ベスト32
　女子団体（10/30）
　本校　1－②　刈谷
•	令和3年度東三河高等学校ソフトテニス競技学年別大会（11/7）
　1年生　伊藤・岩本ペア　ベスト8　　小木曽・宮田ペア　ベスト16
　2年生　近並・山上ペア　第3位　　　井本・河合ペア　ベスト16
ソフトボール部
•	 令和3年度愛知県高等学校ソフトボール選手権大会
	（7/10～豊川スポーツ公園ほか）
　ベスト8
　2回戦　成章　15－0　新城有教館　　3回戦　成章　13－7　豊野
　4回戦　成章　３－0　岡崎北　　　　5回戦　成章　３－6　中部大第一
•	第54回全三河ソフトボール選手権大会（7/31～　三河臨海グラウンドほか）
　第3位
　2回戦　成章　17−0　豊田東　　3回戦　	成章　5−2　岡崎北
　3回戦　成章　10−3　西尾　　　準決勝　成章　4−7　光ヶ丘女子
•	第38回愛知県公立高等学校商業科大会（8/7～　豊田東高校）
　ベスト8
　2回戦　成章　16−4　緑丘・岩倉総合　　3回戦　成章　1−8　東海商業
•	第47回豊橋市長杯争奪ソフトボール大会（8/23・24～　石巻運動広場）
　優勝
　1回戦　	成章　14−0　豊橋東　　2回戦　成章　7−0　豊丘
　準決勝　成章　８−1　時習館・小坂井・豊橋中央
　決勝　　成章　10−7　豊川
•	令和3年度愛知県高等学校新人体育大会ソフトボール競技東三河予選　
　（9/11～浜町グラウンドほか）
　準優勝
　予選リーグ　
　成章　15−0　新城有教館　　成章　16−0　豊橋商業
　成章　13−5　豊丘　　　　　成章　11−0　藤ノ花女子
　決勝トーナメント　
　1回戦　成章　21−2　豊橋東	　　準決勝　成章　11−0　藤ノ花女子
　決勝　	成章　0−1　	豊川　
•	 令和3年度愛知県高等学校新人体育大会ソフトボール競技大会
　（10/30　春日井南高校）
　1回戦敗退
　1回戦　成章　0－6　春日井南

バスケットボール部
•	令和3年度東三河支部高等学校バスケットボール夏季競技選手権大会
　8月9日（月）　豊橋工科高等高校84−54成章高等学校
•	第73回全国高等学校バスケットボール選手県大会愛知県大会
　9月23日（木）小坂井高等学校102−45成章高等学校
バドミントン部
〈男子〉
•	令和3年度　愛知県公立高等学校商業科体育大会
　8/7　団体戦
　第3位　成章Ａ（片山・彦坂・山本・渡會・鈴木伶・山田）
　8/8　ダブルス
　3回戦	 彦坂・山本組、森下・横田組
	 2回戦	 山田稀・山中組、渡邉・白井組
	 出場	 福井・鈴木晴組、中村・金澤組、杉原・伊藤組
　シングルス
　優勝	 片山温斗
	 ベスト8　山田俊輔
	 3回戦	 松浦稜人、齋藤琳太朗
	 2回戦	 河合琉那
	 出場	 鈴木悠太、鈴木悠平、河野凌成
•	令和3年度　第30回　東三河バドミントン選手権大会　高校生の部
	 8/19	 ダブルス
　第3位	 彦坂・山本組
	 第5位	 片山・山田俊組
　第9位	 渡會・鈴木伶組
　4回戦	 松浦・福井組
　3回戦	 森下・鈴木悠組、鈴木晴・齋藤組、中村・金澤組
　2回戦	 横田・河合組、山田稀・山中組、渡邉・白井組、河野・鈴木悠組
	 	 杉原・伊藤組
　8/20、21　シングルス
　第2位	 片山温斗
　第5位	 渡會泰己
　第9位	 彦坂慶至、山本琳月、森下遼也、横田成都
　5回戦	 鈴木伶旺、山田俊輔
　4回戦	 鈴木悠太、福井博則、白井明聖
　3回戦	 鈴木晴朝、河合琉那、杉原明成、中村賢伍、齋藤琳太朗
	 	 金澤楓真、山田稀大、山中太陽、伊藤葉祐
　2回戦	 松浦稜人、鈴木悠平、河野凌成、渡邉志音
•	令和3年度　愛知県高等学校新人体育大会　三河支部予選
　9/11　団体戦　ベスト8　
　1回戦　本校　3−0　渥美農業　　2回戦　本校　3−0　時習館
　3回戦　本校　0−3　岡崎城西
　9/12、20　ダブルス　　
　ベスト16　片山・山本組、彦坂・渡會組	 【県大会出場】
　5回戦	 鈴木伶・山田俊組、森下・鈴木悠組
　4回戦　松浦・福井組
　3回戦　河合・中村組、横田・鈴木晴組、鈴木悠・山中組、山田稀・杉原組
　2回戦　齋藤・河野組、金澤・渡邉組、伊藤・白井組
　9/19、23　シングルス
　ベスト16　片山温斗、彦坂慶至	 【県大会出場】
　5回戦　山本琳月
　4回戦　渡會泰己、鈴木伶旺、森下遼也、鈴木悠太、山田俊輔、鈴木晴朝
　3回戦　松浦稜人
　2回戦　横田成都、福井博則、河野凌成、齋藤琳太朗、中村賢伍
　1回戦　河合琉那
•	 令和3年度　愛知県高等学校新人体育大会
　10/24　　ダブルス
　2回戦	 彦坂・渡會組
　出場	 片山・山本組
　10/30　シングルス
　2回戦	 片山温斗
　出場	 彦坂慶至
〈女子〉
•	 令和3年度　愛知県公立高等学校商業科体育大会
　8/7　団体戦
　優勝　成章A　第3位　成章B
　8/8　ダブルス
　優勝	 大河・渡邉組
　3回戦	 金子・酒井組
　出場	 鈴木真・加藤組
　シングルス
　優勝	 河合華琉
　4回戦	 渡邉彩花
　3回戦	 小野心暖、田中陽南
　2回戦	 山本凜夢
　出場	 鈴木ルナ、小川真央、巻口陽菜
•	令和3年度　第30回　東三河バドミントン選手権大会　高校生の部
　8/19　ダブルス
　準優勝	大河・渡邉組
　第3位	 渡邉・河合組
　4回戦	 金子・酒井組
　3回戦	 小野・田中組、巻口・山本組
　2回戦	 加藤・鈴木真組
　出場	 小川・鈴木ル組、井下・黒川組
　8/20、21　シングルス
　第3位	 渡邉杏和
　第5位	 大河礼奈
　第9位	 小野心暖、渡邉彩花、河合華琉
　4回戦	 巻口陽菜
　3回戦	 金子怜亜、小川真央
　2回戦	 酒井心奏、山本凜夢、加藤志帆、田中陽南、鈴木ルナ
　出場	 黒田優空、井下愛良、鈴木真歩
•	令和3年度　愛知県高等学校新人体育大会　三河支部予選会
　9/11

令和3年度部活動結果（7月～11月）

•••••••••••••••　令和3年度2学期部活動結果報告　•••••••••••••••
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　1回戦	 本校　3−1　鶴城丘
　2回戦	 本校　3−1　豊田高専
　3回戦	 本校　3−2　愛産大三河
　4回戦	 本校　1−3　岡崎城西
　9/18、20　ダブルス
　ベスト16　大河・渡邉組、渡邉・河合組
　5回戦	 金子・酒井組、小野・田中組
　2回戦	 巻口・山本組、加藤・鈴木真組、鈴木ル・小川組
　出場	 黒田・井下組
　9/19、23　シングルス
　第5位	 大河礼奈
　ベスト16　渡邉杏和、河合華琉
　4回戦	 渡邉彩花、金子怜亜、酒井心奏、巻口陽菜
　3回戦	 田中陽南、小野心暖
　2回戦	 鈴木真歩、黒田優空、井下愛良
　出場	 小川真央、山本凜夢、加藤志帆
•	 令和3年度　愛知県高等学校新人体育大会
　10/23　団体
　1回戦　本校　1－3　半田
　10/24　ダブルス
　2回戦	 大河・渡邉組、
　出場	 渡邉・河合組
　10/30　シングルス
　2回戦	 大河礼奈、渡邉杏和
　出場	 河合華琉
バレーボール部
〈男子〉
•	令和3年度愛知県高等学校バレーボール選手権大会東三河支部予選会
　7月17日（土）
　1回戦	 成章　25−14　25−19　豊橋東
　2回戦	 成章　25−15　25−12　時習館
　準決勝	 成章　16−25　19−25　渥美農業
　3位決定戦	 成章　25−21　25−19　豊川	 東三河3位・【県大会出場】
•	 令和3年度愛知県高等学校バレーボール選手権大会
　8月6日（金）
　1回戦　成章　13－25　18－25　大同大大同
•	第74回全日本バレーボール高等学校選手権大会東三河支部予選会
　10月16日（土）
　1回戦　成章　25−18　20−25　15−6　豊丘
　2回戦　成章　25−22　25−20　豊川工科
　10月17日（日）
　準決勝	 成章　19−25　11−25　渥美農業
　3位決定戦	 成章　18−25　15−25　豊川
〈女子〉
•	令和3年度　愛知県公立高等学校商業科体育大会　バレーボール競技　
　7月3日（土）
　予選リーグ
　成章　10−25　　２−25　豊橋商業
　成章　17−25　　20−25　国府
•	令和3年度　愛知県高等学校バレーボール選手権大会東三河支部予選会
　7月17日（土）
　1回戦　成章　25−12　　25−８　宝陵
　2回戦　成章　15−25　　16−25　豊丘
•	令和3年度　全日本バレーボール高等学校選手権大会東三河支部予選会
　10月16日（土）
　1回戦　成章　８−25　　11−25　豊丘
弓道部
•	愛知県高等学校弓道選抜大会東三河支部予選会　(10月23日)蒲郡市弓道場
　男子団体	 優勝	 （杉浦統・河合亮・柴田）
　	 第2位	（平野・杉浦慶・石川）
　男子個人	 優勝	 杉浦慶竜
	 	 第3位	 柴田浬李・平野敬昌
　女子個人	 第4位	 戸苅美月
　　　　　　　　　根本・恒吉	 【県大会出場】
•	 愛知県高等学校弓道選抜大会　一次選考会　11月6日　蒲郡市弓道場
　男子団体　12射8中（柴田・大沼・林）→基準を満たし、最終選考会へ
　男子個人　柴田　4射4中→基準を満たし、最終選考会へ
　　　　　　杉浦慶・平野　出場
　女子個人　戸苅・根本　ともに4射3中→基準を満たし、最終選考会へ
　　　　　　恒吉　出場
•	愛知県高等学校弓道選抜大会　最終選考会　11月7日　蒲郡市弓道場
　男子団体　第5位（柴田・大沼・鈴木・杉原）
　男子個人　出場　柴田
　女子個人　優勝　根本　華澄→東海大会・全国大会へ
　　　　　　戸苅　出場
•	第40回東海高等学校弓道選抜大会　11月20日・21日　静岡県武道館弓道場
　女子個人　根本　出場（8射3中）
剣道部
•	令和3年度東三河高等学校新人体育大会剣道競技個人戦
　11月13日（土）豊橋総合体育館
　男子　河邊駿　初戦敗退
　女子　濱口百々那　3回戦敗退　　女子5位	 【県大会出場】
•	 令和3年度愛知県高等学校新人体育大会剣道競技個人戦
　11月20日（土）　露橋スポーツセンター
　女子　濱口百々那　初戦敗退
卓球部
•	 令和3年度国民体育大会卓球競技愛知県予選会
　〈男子〉　7月3日（土）
　シングルス　小久保駿介　1回戦敗退
　〈女子〉　7月4日（日）
　シングルス　青山紗那　　1回戦敗退
　　　　　　　中尾文音　　1回戦敗退
　　　　　　　鈴木ひとみ　1回戦敗退
•	令和3年度愛知県公立高等学校商業科体育大会
　〈男子〉　7月26日（月）
　団体　1回戦　成章　2−3　豊橋商業

　〈女子〉　7月26日（月）
　団体　1回戦	 成章　3−1　碧南
　　　　2回戦	 成章　3−1　半田商業
　　　　準決勝	成章　3−0　古知野
　　　　決勝	 成章　0−3　愛知商業　準優勝
•	令和3年度東三河地区高等学校卓球選手権大会
　〈男子〉　8月4日（水）
　シングルス　小久保駿介　ベスト16
　　　　　　　近藤拓郎　　ベスト16
　8月6日（金）
　団体　2回戦	 成章　3−0　渥美農業
　　　　3回戦	 成章　3−0　福江
　　　　準決勝	成章　0−3　三谷水産　　第3位
　〈女子〉　8月5日（木）
　シングルス　中尾文音　第3位
　　　　　　　青山紗那　ベスト16
　8月6日（金）
　団体　1回戦	 成章　3−0　蒲郡東
　　　　2回戦	 成章　3−0　時習館
　　　　準決勝	成章　3−0　渥美農業
　　　　決勝	 成章　1−3　豊橋商業　　準優勝
•	令和3年度愛知県高等学校新人体育大会卓球競技東三河支部予選会
　〈男子〉　10月24日（日）
　団体　2回戦	 成章　3−1　蒲郡東
　　　　3回戦	 成章　3−2　時習館
　　　　準決勝	成章　0−3　三谷水産
　　　　3位決	 成章　0−3　桜丘　　第4位	 【県大会出場】
　〈女子〉　10月24日（日）
　団体　2回戦	 成章　3−2　渥美農業
　　　　準決勝	成章　2−3　豊丘
　　　　3位決	 成章　3−1　豊川　　第3位	 【県大会出場】
•	 令和3年度愛知県高等学校新人体育大会卓球競技愛知県予選会
　〈男子〉　11月21日（日）
　団体　1回戦	 成章　3－1　一宮起工科
　　　　2回戦	 成章　0－3　岡崎城西　　ベスト16
　〈女子〉　11月20日（土）
　団体　1回戦	 成章　1－3　旭野　　ベスト32
野球部
•	 第103回全国高等学校野球選手権愛知大会
　7月11日　2回戦	 本校	 12	－	 2	 鳴海高校
　7月18日　3回戦	 本校	 6	－	 8	 桜丘高校
•	秋季東三河地区1次リーグ
　8月12日　本校	 12	−	 0	 三谷水産・御津高校
　8月21日　本校	 11	−	 3	 豊丘高校
　8月22日　本校	 4	 −	 0	 蒲郡東高校
　8月23日　本校	 2	 −	 2	 豊橋東高校
•	秋季東三河地区2次トーナメント
　8月25日　準決勝　本校　1	−	9　桜丘高校　第3位	 【県大会出場】
•	 第74回愛知県高等学校野球選手権大会
　9月19日　1回戦　本校　0	－	12　名城大付属高校
•	第145回中日旗争奪全三河高校野球大会
　10月16日　1回戦　　	本校　9	−	3　安城高校
　10月17日　準々決勝　本校　2	−	9　科技高豊田高校
陸上競技部
•	新人体育大会東三河予選会　9/5,6（豊橋市陸上競技場）
　男子　円盤投　2位　田替連　　4位　石橋大翔
　　　　砲丸投　3位　石橋大翔　　
　男子　フィールドの部5位
　女子　総合6位　トラックの部5位　
　　　　女子　200m　6位　田中愛彩　　400m　6位　田中愛彩
　　　　やり投　1位　伊藤実里　　円盤投　4位　伊藤実里
　　　　4×100mR　4位（千賀祐月　原田佳奈　西尾帆乃花　田中愛彩）
　　　　4×400mR　3位（千賀祐月　仲井千尋　西尾帆乃花　田中愛彩）
	 	 以上【県新人出場】
•	 愛知県高等学校新人体育大会陸上競技大会
　9/25,26	(岡崎市龍北スタジアム)
　女子　やり投　6位　伊藤実里　　東海新人進出
　男子　円盤投　10位　石橋大翔　　13位　田替漣
　　　　その他の種目　予選敗退
•	東海高等学校新人体育大会陸上競技大会　10/30	(静岡エコパスタジアム)
　女子　やり投　10位　伊藤実里
演劇部
7月24日
•	令和3年度中部日本高校演劇愛知県大会東三河地区の部
　（とよはし芸術劇場ＰＬＡＴ）
　出場
写真部
•	 令和3年度アートフェスタ－愛知県高等学校総合文化祭－展示部門
　令和3年8月17日（火）～22日（金）
　出展　「舞」2年　今川　望　　「はい、チーズ！」3年　岡本唯依
吹奏楽部
•	 7月25日（日）
　愛知県吹奏楽コンクール東三河地区大会（豊川市文化会館）金賞
•	 7月29日（木）
　中部日本吹奏楽コンクール愛知県大会（刈谷市総合文化センターアイリス）金賞
文芸部
•	 第45回全国高等学校総合文化祭和歌山大会
　文芸部門詩部門愛知県代表　3年　栁川尚輝　8/3～5
•	 令和3年度愛知県高等学校文化連盟文芸専門部作品コンクール
　令和3年11月
　詩部門　　第一席　谷口萌　　　散文部門　第二席　平井杏果音
　部誌部門　第三席　イナカプレス
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　みなさんは「講堂跡地」と呼ばれる校内西側、プール
の南側の空地に何があったか知っていますか。そこには、
この写真の建物「講堂兼体育館」が平成18（2006）年の
夏までありました。しかし、老朽が著しく維持管理が困
難になったためこの年の8月に「用途廃止」となりと解
体されました。
　この講堂兼体育館は、昭和32（1957）年10月に完成し
ました（創立120周年記念リーフレットにはこの記事は
欠落しています）。そして、昭和36（1961）年10月12日
に行われました創立60周年記念式典で、記念事業のひと
つとして紹介されており、この時の記念品として作成さ
れた絵葉書セット（3枚組）にこの1枚が「講堂兼体育館
全景」として収まっています。

　現在の体育館は、
かつて「新体育館」
と呼ばれ、この講
堂兼体育館は「旧
体育館」（通称、旧
体）と呼ばれて区
別されていました。
体育の授業だけで
なく、部活動（バドミントン、卓球、演劇部）などに広く
利活用されていました。内部はなかなかオシャレな意匠で、
円形の窓、上下で色と素材を変えた壁面などが目をひきま
した。ただし、全校生徒が一堂に会するには手狭で、床が
固く膝を痛める人もいました。
　成章会のホームページの「フォトギャラリー（歴史写真
館）」（https://www.seisho-kai.org/gallery）に3枚組の写真
が全て掲出してあります。ご覧ください。

成章○○
コラム 講堂兼体育館

令和3年度東海高等学校新人体育大会	陸上競技大会	やり投げ	出場	 陸上部顧問　石 田 裕 太 郎
9月26日に岡崎龍北スタジアムで行われた新人戦の愛知県大会で、1年生の伊藤実里が女子やり投げで6
位に入賞して東海大会出場を決めました。実は伊藤は一学期の終わりに他の部から転部してきた新入部員で
した。練習への熱心な取り組みと生来の身体の強さ、呑み込みの早さなどで、夏休みの終わりには短助走か
らの投げを身につけました。そして夏休み明けの9月5日に初めて出場した新人戦東三河予選でいきなり31
ｍ60を投げて優勝し、県大会にコマを進めました。県大会では1投目で33ｍ33を投げ、2投目に35ｍ20と
記録を伸ばし、決勝6投目では37ｍ29を投げて6位に入賞してしまったのです。6位
までが東海進出というプレッシャーの中、7番手からの逆転の一投でした。初心者で
伸びしろがあるとはいえ、伊藤のように短期間であれよあれよという間に記録を伸ば
す選手には出会ったことはありません。その素質がやり投げという競技に向いていた
というだけでなく、大舞台にも物怖じしない精神面の強さを持った選手と言えます。
10月30日に静岡のエコパスタジアムで行われた東海大会でも37ｍ07の記録を残
し、県大会の記録がフロックでないことを証明しました。決勝進出は逃しましたが、
全体で10番目の記録でした。春の総体予選で東海を突破して全国を目指すには少な
くともあと5ｍは記録を伸ばさなければならないでしょう。伊藤にとってはここから
が本当の勝負となります。簡単ではありませんが、未知数の魅力を持った選手です。
春の飛躍を大いに期待したいと思います。

第40回東海高等学校弓道選抜大会	 弓道部顧問　齋 藤 洋 志
弓道部の根本華澄さんは、11月6日（土）7日（日）に行われた愛知県高等学校弓道選抜大会の女子個人の
部で優勝し、東海大会と全国大会への出場権を獲得しました。東海大会（第40回東海高等学校弓道選抜大会）
は、11月20日（土）21日（日）に静岡県藤枝市で行われました。コロナ禍のなか、県外の弓道場で弓を引く機
会がほぼなかったのは、他校と同じ条件ではありますが懸念事項の一つでした。ただ、根本さんは「本番に
緊張することを上手に力に変えられる」ことが武器の一つでした。県大会でも、普段の練習よりも高い的中
率を出し、優勝ができたので、それを今大会でも発揮できるようサポートしました。
今大会は、予選で8射5中（8本中5本を的中させる）以上の成績を残せば、決勝戦に進めるというルール
でした。1日目と2日目にそれぞれ4本ずつ行います。本人にはプレッシャーにならな
いように伝えませんでしたが、2日目は事前練習時間もなくすぐに競技が始まること
から、何とか1日目で4射3中し、2日目に4射2中できれば、と算段を立てていました。
1日目の午前中に事前練習をし、午後に競技が行われ、結果は4射3中と、計画通り
の結果でした。しかし、2日目の競技はすべて的のギリギリで外してしまい、結果と
しては8射3中。予選敗退となりました。
試合終了後すぐは少し落ち込んだ様子でしたが、5分後には全国大会に向けての練
習について話をしていました。あぁ、次は大丈夫だな、と感じました。東海大会での
経験を糧に、12月23日の全国大会でよりよい成績を残せるように、頑張っていきま
す。応援のほど、よろしくお願いいたします。

•••••••••••••••••　 大 会 報 告 　•••••••••••••••••


